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国と県の２つの「学力・学習状況調査」

校 長 井 上 淳一郎

秩父の山々の緑も日増しにその色を濃くし、自然豊かな秩父を感じることができる大変

よい季節となりました。４月26日にはＰＴＡ・協力会総会を開催いたしましたが、多くの

皆様に御出席いただきました。今月は、各学年の「授業参観・保護者会」を予定していま

す。是非、日頃の生徒の様子を御覧いただければと思います。

さて、年度当初、埼玉県の各小・中学校では「全国と埼玉県」の２つの学力・学習状況

調査が行われます。実はこの２つの学力・学習状況調査、そのねらいが大きく異なります。

そこで、今回はその違いを皆様に御紹介したいと思います。

まずは、４月18日（木）に実施された「全国学力・学習状況調査（以下、全国学調）」で

す。これは文部科学省（国）が実施主体で、全国の小６・中３を対象に行われるものです。

そのねらいは、「○○は得意だが、△△は苦手としている」といった現時点での児童生徒

の学力水準や課題等を把握し、今後の学習指導の改善等に役立てることです。具体的には、

方程式は得意だが比例・反比例の説明に課題があるので、授業では長さと面積の関係を説

明する学習指導に力を入れるなどです。

一方、５月14日（火）に実施される「埼玉県学力・学習状況調査（以下、県学調）」は、

小４～中３の６学年を調査対象としています。県学調の最大の特徴は、追跡調査を行うこ

とで児童生徒一人一人の学力の伸びを把握し、これまでの学習指導と伸びの因果関係を検

証できることです。（県学調は、エビデンス（科学的根拠）を踏まえ、事象との因果関係

を明らかにしようとする「教育経済学」の理論に基づいています。）

これまでの日本の教育調査は、結果として相関関係しか見られませんでした。例えば「成

績と朝ご飯」の関係です。「朝ご飯をきちんと食べている児童生徒は平均点が高い。しっ

かり朝ご飯を食べましょう。」という考え方を「教育経済学」で見ると…。因果関係があ

れば「朝ご飯を食べれば成績があがる」ということになります。当然、朝ご飯を食べただ

けでは成績は上がりません（注：基本的な生活習慣の上で朝食を摂ることは極めて重要で

あることは言うまでもありません）。これは、相関関係であって因果関係ではないのです。

また、現時点での学力水準を把握する点では、全国学調には大きな意味がありますが、こ

れまでの効果的な取組を検証しようとすることは、教育経済学からすると不可能です。な

ぜなら、母集団が変わるからです。調査対象が同一ではない集団の平均点の経年比較は、

まったく意味をなさないのです。

今年度、本校では全国学調の現状分析から家庭学習の取組に課題があると分析し、その

充実のために一中ノートの取組をスタートさせました。各担任から聞いたところでは、生

徒は大変よく取り組んでいるとのことです。この取組の成果は来年度の県学調で検証する

ことになります。過去の自分より大幅に「学力に勝る」ことができるよう引き続き生徒を

支援してまいりたいと思います。


